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 力学的な制約を受けていると推測される。 この制約は, 生理的状態においても炎症やその修復過
 程ほおいても, 歯髄の血管系の機能や形態に大きな影響を与えるであろう。
 本実験では, 歯髄腔内で損傷血管網が再生する過程の sl狙虚at圭011 mode圭 として rabbit ear
 改amber 法を応用 した 60積b}e一曲a願ber mode1 を作製し, 歯髄腔を模した非膨張性の狭小な空
 間内での微小循環系の再生過程を研究した。 このモデルは浅野型 rabbit ear 面amber の内部を
 ナィ 揖ン糸で仕切り, 再生組織の組織圧の変化がその血管系自体に加わるように工夫 したもので
 ある。
 家兎18羽を用い, 通常の浅野型モデルを7例, doαble-c盤amber mode圭 を18例装着 し, 昏モデ
 ルにおける微小循環系の再生過程を, 装善薩後か ら最長捻週間目まで生体顕微鏡により観察 した。
 感染によって治癒不全に陥ったモデルが多かった が, 通常のモデルの1例と doubie-
 c負amber 搬odel の3例で流体力 学的制約を受けた再生血管系が観察できた。 その結果, 非膨張
 性の物理的環境下の微小循環系では, この制約によって
 ま) 血管新生が抑講される。
 2) 組織液の循環は, 皮下結合組織の場合よりも厘力による制約を受け易い。
 3) 漿液を貯留した円形の組織欠損部 (1clear space'; CLARK, 1939) を形成して安定状態
  に移行するケースがある。
 こ とカミ明 らカ・となった。
 この simuiatloll model 実験と並行 して, 26例の罹患歯髄について血管系の病理組織学的検索




 が認められた。 このうち, いわゆる 「歯髄の実質欠損部」 は dOubie-c飴mber model で生じた
 ̀clear space' と形態的に類似 しており, 周闘の血管構築の特徴も良く一致 していた。
 したがって, この2っの病変は, 共に, 再生血管系に加わる流体力学的欄約によって生 じたも
 のと考え られ, 歯髄の血管系が流鉢力学的制約を受けている という仮説にひとつの根拠が与えら
 れた。 この鋤約の中でも, i負し管新生の抑欄現象は歯髄の自然治癒能力を制限 している因子と して
 興味深いものである。 また, 罹患歯髄においてこの抑制の結果生ずるであろう血管構築の病的変




 の部位のそれとは異った経過をとる。 なぜならば, 歯髄では自然治癒力および処置後の回復力が
 共に低いこ と, 炎症が歯髄全体に波及 し易いことなどのためである。 歯髄がそのような特性を持
 つ遅由の一つとして, 歯髄腔が腔尖孔を除いて硬組織で臨まれた殆んど閉鎖された空間であるこ
 とが挙げ られている。
 本研究は, このような歯髄腔の特徴に畜類 し, 同 じような物理的欄約を持つ Rab碁itear
 改amber 法 (REC) を用いて歯髄腔によく似た環境を作り, その観察用ラウン ドテーブル上に再
 生する血管網を詳細に観察し, 次いでヒ 1・ の炎症歯髄の組織標木を作製・検鏡 し, これらをもと
 に歯髄炎の病理組織 像について流体力 学的見地か ら理論的考察を加えたものである。
 R露C の実験には家兎18羽を使用 し, これらに浅野型 REC を7個, ナイロン糸を入れて水力
 学的制約を加えた doub里e REC を娼個装着 し, 最長13遍照までの観察を行っている。 この REC
 は一般に感染, 肉芽形成などが起こり易いといわれている。 しか し本実験では3例に流体力学的
 制約を受けたためと、思われる特有な血管系の新生像を見ることに成功 した。 すなわち, はじめは
 Cぬmber の周辺か ら均等に侵入する毛細 慮1管網がテーブルの中心に向 て) て直線状に伸 び, 約感
 週間後には中心部でそれらが連絡 し, 次いで血管網の改変が進み紐動脈, 毛細叢且管, 細静脈など
 に分化する知見を得 ている。 また毛細血管の壁に生 じた戯部に連銭状に入った赤血球が往復運動
 する方陶に新生僚L管が伸長する状況, 更には C王ark (1939) が初めて報告した REC 中の組織欠
 脱部であるciear space の形成も確認 している。 そして, clear space 内の貯留液・ 再生組織の組
 織液, およ びリンパ系を食めた微少循環系など3者間には水力 学的バラ γスがとれているために
 ciear space およ びその周辺の組織が安定な系となっていると推論 している。
 他方, ヒ トより得られた歯髄炎の26症例について光顕による病理組織学的検索を行い, 5例に
 おいて回復像を見ている。 それらに共通する所見として, 毛細血管網の部分的消失, 拡張 した離
 管枝のうねり, 組織欠損部の形成などを見出している。 さらに, この組織欠損部はその周辺に思
 立肛や脈管の拡張等をほとんど伴わない安定 した組織像を 呈することな どの所見か ら, これが
 dark のいう REC の dear space とよく似たメカニズムで出来たものと推論している。
 このように, 本研究で得 られた成果は歯髄疾患の治癒機転を解明する上で寄与するところは大
 きい。 よって本論文は学位授与に値するものと認める。
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